







































のメカニズムの解明が研究の主な関心であることを指摘した。第 3 節「移動研究の方法概観」では， ソ
ローキン以来はるかに発達してきた研究の方法を紹介し，特に Lipset と Bendix の分析は社会移動の研
究において新しい段階を開き，発達した産業社会の構造的変動の認識に対して多大な啓発を与えたと評
価される O 最後に日本における社会移動の研究の方法論について，主に社会階層と社会移動 (S SM) 
全国調査の発展に伴う日本における社会移動の研究を概観した。 1965年の 88M 調査によって大きく進
歩した方法論は，安田三郎に結実している。しかし， 20年間を経た現在，日本社会学の移動研究は今こ
そ新しい転換期を迎えにきている。
第 2 章「社会移動の研究の方法論的準備」第 1 節は「安田移動論の批評」である。階層 i に対する
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「個別的開放性係数J Yi 二 Cmin (ni. ， n ・ J -niJ / Cmin (ni ・ A ・ J-ni. * n./nJ，階層全体の「総合的開放
性係数J y= C~min (ni ・，nJ -~nJ / C~min (ni. ， n ・ J-~ ni. * n.i/nJ (N (i， j) は k Xkの正方形










構造からの制約効果を測定する O 個別的階層の構成上の変化を， Ci = (n.i -ni.) / (n.i +ni.)，社会全体




移動の量 mj= (n.j -njJ /n.j，社会全体の M = (n-~njJ /n，と定義した。次に，個人移動の様態
に含まれる「個人移動の機会均等性」を，個別階層の 8i ニ (n.i-~ ! nij-p.ij/2) /n.i' 社会全体の








第 4 章「日本における社会移動:その過程」では，第 3 章で提出した測定論を具体的なデータに適応































最後の第 6 章が「社会移動の国際比較」であり，まず第 1 節「国際比較論の既存研究」で方法論的検
討から始め，第 2 節「ヨーロッパとアメリカにおける社会移動のいくつかの特質」で，いくつかの都市
の移動比較と国家間の移動比較に分け，欧米社会の移動性に関する見解と議論に独自な説明を提供した。
また，後者の場合に，従来から用いられてきた階層 3 分類の移動比較と新しく設定した 5 分類階層構造
の移動比較をした。第 3 節「産業化社会以外の社会移動」では，世界のいくつかの国を選び，産業化と
社会移動について新たに視点を提示した。その上で，一つの代表として，第 4 節「中国における社会階
層と社会移動の研究進展」では，この10年来の中国社会学の社会科学としての確立と，社会階層と社会
移動の実証研究を考察し，さらに，一つの移動調査を引用してその移動性から中国社会の広州地域の社
会変動を検証した。最後に，第 5 節「産業社会における社会移動の視点」で，方法論的概括をし，これ
からの社会移動の研究の発展方向を展望した。高度産業化社会以外の国への分析を通じて，特に産業化
と関連して経済的近代化を強く目指している後進諸国にとっては大きな参考になるO 本論の考案は社会
移動の数理的測定論を発展させることを目的としたが，同時に社会学の他分野の実質的発展も期待する
6 
ものである。
論文審査の結果の要旨
社会移動の研究は，社会学においてこの20年間に急速に発展してきた研究領域であり，経験社会学，
特に計量社会学における中心的な課題となっている O 本研究は，産業社会における社会移動をめぐる諸
問題について，概念的・理論的問題から問い直し，新たな概念図式とそれに対応する測定法を提示し，
それらを戦後日本社会における「社会階層と社会移動全国調査」データ・政治エリートのデータなどに
適用するとともに，収集された国際比較データにも適用を試みたものであるO 概念図式の構成ならびに
社会移動表分析における測定法について，きわめて独創的であり，社会移動研究に新しい知見を与える
ものと判断される O
以上から，本論文は博士(人間科学〉の学位論文として十分な価値のあるものと認められるO
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